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東���震�が�きてから��あまりが
�ぎた。��の��は進んだものの、なか
なか�興の�が�えない。そんななかでも
��との��を�して��を考える地道な
�り�みも�けられている。������
にアトリエを�え����をしてこられた
�������さんと東北��教授で��
��の�����さんに、震�からの�々
を�り�り、『��』に�わるものとして�
�ができるか、を�っていただいた。

●３：１１震���
��� ��さんは3:11の時は��のアトリ
エですか。
�� そうです。�は１�に�腸の��術
をして、3�14�に退院する��だったんで
す。それが���のプロポーザルに�案し
た案�のヒアリングが８�になってしまっ
て、無理に退院して�ったので、�れて、
�んでました。そこへ地震がきた。��場
に�たものの�っていられなくて、しばら
く這いつくばってました。そのあと、片づ

けながら、��がきそうだなぁと�ってい
たら、まわりの�圃にだんだん�がきた。
��、閖�

����

に�こうとしましたが、もう�
れませんでした。��がとまった��道�
から200ｍほど奥に、かつて�が�んでいた
ことがあって、閖�には��した��物も
ありましたのでね。
��� �は地震の時は��でした。��
��場��のライブラリーで�具の研�者
の����さんを�んでトークをしていた
最�に�遇しました。�い、���の�で
東�の��に�ることができましたが、東
北��の��がわかったのは2�くらい�で
す。3�10�に��の教�プログラム��は
全て�わっていたので、��が��いない
時でした。10�ほどして��に�ったので
すが、東北�の���の�物が�破して、
倒�する恐れありというので、��、�ち
�り禁�になってしまいました。教�も研
��も�えず、��の�が持ち�せなくな
りました。しばらく��教���でゼミを
�い、最�やっと片�の����研�所の
�物を間�りしたところです。
�� �も��、光ケーブルが�えなくな
って���内の��所に�りました。その
�は、JIAとして�急��を�分やりました。
ボランティアです。それとは別に���と
契�して��もしました。��は�々たる
ものですが、JIAが�����と契�したの
は全�でも�めてらしいです。���さん
は�分�い時�から��地をまわっていら
っしゃるそうですね。
��� 最�は3���に�で、��、�理

���

、
���、���とまわって、3��くらいに
��から南�して�船�、陸���、��

�、��、��、��、と�きました。4�
からは数カ所をまた�ねて、�たに南�陸
�、塩�、千葉�の��などにも�ち�り
ました。その�も�じところに��か�っ
ています。それでも、��のエリアしかカ
バーできないほど、��の��面�は�い。
����は��になった東�道�を隔てて
��が劇的に変わっていましたね。��も
なかったように����が�まれているニ
ュータウンと、そこから�に向かう数ブロ
ック先には��した街がひろがっていまし
た。�地を�ねないと、��でやられたと
ころと��の��がびっくりするほど�り
合わせにあることがわかりませんね。しか
も��地の��も�つとして�じではあり
ません。��は��だけに街のあちこちに
船が�り�げているし、陸���ではなに
もかもすべてをミキサーにかけて�ぜこぜ
にして��に�しつけたような��でした。
なかでも�撃を�けたのは、やはり��の
��です。鉄�コンクリート造や鉄�のビ
ルがゴロゴロ�がってる。こんなことが�
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�に�きるのか、と�いました。あとにな
って、��化していたから�が�けやすく
なっていたとか��が�いたとか、��も
でるようになりましたが。最�はあまりに
無茶�茶の��で、倒れたビルを�すのに
30分くらいかかったんです。�いて�いて
やっと�つけた。しかし、8�頃には��の
��がだいぶ進んで、倒れたビルだけが�
されていて、��が変わっていました。

●��所としての���間
��� ��地をまわりながら、��の無
�さを�い�らされることが�いなかで、
�つかの�化��が��時の��所として
��していたことは��づけられました。
��さんが��された『�戸ポータルミュ
ージアム』��ハッチも�きました。
�� ハッチは�震ですから。あれが�れ
たら、怒られます。（�）2�11�にオープ
ンしたばかりで、�戸に���がとまるよ
うになったので、震���も��者が300�
くらいいたそうです。その�たちを全��
れて、2晩�めた。それで急に�があがりま
した。（�）

��� 震���は、��きで���報を
��したり、まちが���でも����の
充�器を��したらしいですね。
�� ������がありますからね。�
分、まちが�っ暗な�、あそこは�るく光
がついてたんでしょう。インフォメーショ
ンセンターで�報もとれた。それと�暖�
が�ってるから暖かかった。
��� せんだいメディアテークが��し
て、�造的には��なかったものの、ハッチ
のように震���は��に��することが
できなかったのは��でしたね。
�� �はハッチはプロポーザルの時に�
���にしたいと�案したんですが、そこ
まではいらないと�われた。しかし��に
は�の��があるから、�所がいくつもあ
るし、����もある。����としての
��が備っていたということです。�じよ
うに�ヶ��の��にある��村も��所
として�いに�にたったようです。
��� たとえば�校とか��館などは、
����所としての指�を�けています。
ただ、その��を�えて��はいろいろな
��が�われました。�船�の『リアスホ

ール』（��ホール＋��館）も��所の指
�を�けようとしていたそうですが、その
��きに�る�に、いきなり��所になっ
てしまった。ただ、頑�そうなコンクリー
トの�物なので、���があります。リア
ス�のメタファーとして��した複�な内
��間なので、いろんな�がそれぞれの�
場所を�つけて�いこなしていました。�
�のある�物には包��がある。そういう
ことが��時に��つのですね。

●��の��が進む����
��� 震�からの�興を考えると３��
のフェイズがあると�っています。１��
は、��館などの��所に�を�せる�急
��的なもの、�２��は数�間�らす�
���、そして�３��では�しい街が�
�される�興の��。�来は�２��でも
すでにシステム化されていて、���の�
�はほとんど無理と�われていました。そ
れが、������については、いろんな
�みがありましたね。木造も���い。全
�の��が�くて、ハウスメーカのプレハ
ブだけでは間に合わなかったことが、�い

�船��『リアスホール』 ��。��した�は�い�いの場所をみつけていた ��。堅牢な��が���をもたらした

���のボランティア��も�われた。��村で�き�し��。��村でハッチでは��の充�器を��

�戸ポータルミュージアム、��『ハッチ』 �ヶ���村
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したのでしょう。特に���は�内の��
��に地元の���が協�するかたちで、
��な木造����が�ちあがっています。
�� �は��から��の�林�合と�ん
で最�限��に�り�んでいたので、それ
を�用した����が�用されて、南�陸
�で��15戸と��場１�が�ちました。
南�陸�と���の�林の�材を��した
スギ�材や�材を�用しています。
��� ���の���整さんは、ログハ
ウス協�と�んで、500�くらいの����
を��で��したんですが、その��をお
��いしました。���さんという�は�
��な�で、�分の表��というより、ほ
かの�を�き�んで��をさせるんですね。
����さんと���さんとなぜだか�に
�をかけてこられた。それぞれ違う場所で、
��さんは��、�は��の南��。それ
も��場についての考え�を�してくださ
い、という��でした。南��の����
に�ってみたら、��の��に300戸くらい
�しい街が�っ�してきたような��にな
るわけです。しかも�らな��がずっと�
いている。それで、たとえ数�だとしても
����での�らしの��というものがあ
ったらいいなぁと�って、��場にアーテ
ィストを�れて��をつくることと、塔を
�てることを考えました。いわゆる��的
な�ではないんです。��のほうは、アー
ティストががんばってくれて無�に８�に
は�成しました。しかし塔を�てるという
のは、��お�がかかるので、ちょっとむ
ずかしい。��に塔なんて無�なわけです。
しかし千�ニュータウンにおける��の塔

と��で、ある�の��的な�在がほしい
と�ったんです。ただ、10�の��をまじ
えた�しあいでは、どこの����地にも
ないなら、塔をやりましょうという��が
�かった。もともと�の所はあまりものを
つくることには��ない研��だったんで
すが、震�が��を変えたところはありま
すね。
�� �が��で�みたいと�っている�
つが�造りです。��的に�めてるひとも
いますよね。ゴーヤのカーテンとか。��
はもう�も�いし間に合わないけど、来�
春になったらやろうと�をかけています。
それと����にタイルカーペットを敷き
たい。リノリュームの�造では��で��
のメーカーから��されたタイルカーペッ
トが3840㎡、��のアトリエに��してあ
るんです。����とか��場に敷けば�
の�さを�しは防げる。���協�に所�
している���は���でも���いるん
ですが、震��興に�わってるのはほんの
��。チームを�めば時間がとりにくい�
も��できる。タイルカーペットを敷くの
なら、チームでやれます。そういう��を
しながら、�か�に�てることはないかと
考えています。どうも���も�をかかな
いと�いが�わらないと�って。
��� ３��に��ハウスメーカーの�
���を�たときには、��向の単�な�
列に�ぶ��でしたが、あとからは向き合
うかたちの��も�れてきていますね。
�� ��地震のあとですでに�みられて
いることですが、�り�らしの�もいるし、
�とのつながりを�持できるように考えて
のことですね。����については��が
��されてきていると�います。�はもう
���み�んで、��から木を切って��
させてストックしておきましょうと�案し
てる。適�に��することで�を�てるこ
とにもなるしね。

●震�の��を�す
��� どんな�興��を�てるにせよ、
�ず�来、�じ��が�きることを考えて
も、�は震�と��の��がどのように�

るかは�要なテーマだと�っています。こ
れは��して�きるものです。最�に��
の倒�した鉄�コンクリートの�物を�た
とき、��的にこういうものは�ったらい
いと�いましたが、���ることになりま
した。��には、�のところあれには�を
つけない、片�けないという選�ですが。
いずれ�興の��がたったところで、どの
ように��し�来の��に��していくか
が��されると�います。��だけでなく、
８�に��地に�った時に特に印�的だっ
たのは、��はまちが�れた、というのが
わかるような��だったのが、どんどん片
づいてしまって、まちがあったことさえわ
からなくなっていることです。ある�味で
それも�興ということなのかもしれません
が、��が失われるということは、そこに
�らした�にとっては�いことですよね。
�� リアス�の地�は��を�しやすい
でしょうが、����のようなところは�
�の��地でありながら、その��は�り
にくい。
��� 木造��が��した��は、たと
え��を片づけなくても、10�もすると�
が�きたかわからなくなるでしょう。�や
煉�造の�物が�れながらもモノとして�
��的に�る��的な��と�べると、�
�では木材の��は�ちてしまいますから
ね。���外で�震�の��を�そうとし
ているのは、��的な��を�けた南�陸
�です。鉄�のフレームだけの無�な�に
なった���ての防�����を震�の�
�として�すことを��されていました。
ここは、最�まで防�無�で��に��を
�びかけ、�らも��の�牲になった職�
がいたことや、��に逃れた30�の職�で
さえ、��にさらわれ、鉄塔や��りにつ
かまった10�しか�からなかったエピソー
ドで�られるところです。もともと、南�

�らな��がつづく����。��場の�面が�をの
ぞかせている

南�陸�の����。地元��と�����が地産
木材を�って��

塔と��の��プロジェクト案。�坂�嘉�による
ドローイング

南���の����。���整�とログハウス協�が協�。
���研��で、��場のプランを�案。�坂�嘉�が
�面をペインティングした
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陸�には��の��の�さを�す��は�
在していたんですが、�れた��は、��
に��の�さを具�的に�えるでしょう。
ところが、��が��物になったり、この
��を�るのが�いという��者の��を
��し、��、��されることになったよ
うです。いま、まだ��していない、�来、
この�に�を�ける�のために、�は�し
たほうがよいと�うのですが。また���
���の�光バスが��に�り�げたまま
の��館も�そうという�きがあります。　

●�興を考える
��� �興案がそろそろ�てきています
が、��さんは���閖�の�興案�成に
かかわれたそうですね。
�� ４�に「考える�」をつくろうと�
びかけて、�べ70�くらいが��してずっ
とやってきました。��とのワークショッ
プを、5�くらいやりました。�����の
�����教ほか４�の研�者も協�して
くれて、ＫＪ�を�って��の�向を吸い
�げた。��道�から�側には�みたくな
い、という�もいれば、�みたいという�
もいる。��をカバーする案とはどういう
ものか、『考える�』は���り考えました。
それでも閖�は7000�くらいのまちなので、
まとめやすいほうでしょう。�はもともと
��に�しては、あくまでアノニマスなも
のとして�わる、と�っていたので、でき
るだけ「考える�」のみんなで�るかたち
にしたかった。�用されるかどうかはわか
りませんが、�来�がった案は���長に
�しました。��のコンセプトは『�のい
ぐねと陸の��』。いぐねって、�敷まわり
の防�林のことです。�に��50ｍほどの
�礁を��に�いて、��のエネルギーを
��する。その�に������を�けま
す。さらにその�礁の間は�てる��の�

�場とします。陸地には、�き�に��て
た�さ7ｍの��地�をつくり、��を�成
します。��地�の�は���の�物�場
とします。防�の��というのは、それだ
けで��するのではなくて、産�を興すこ
とにつながるものであってほしいと�って
います。震�の�からこの地�は��化が
進んでいたので、堤防だけつくっても�む
�がいなくなったら�味がないわけです。
��� ��、��、チリの��の時は東
北地�でも、��がどんどん増えてる時だ
からある�味で�元�があった。しかし�
は違いますからね。
�� ��の�長はちょっとおもしろくて、
堤防をつくっても�味ないけど、��の�
だけは�かるように�い�物を造ると�っ
ています。��技術研�所の案で、防��
���場というのがあるんですが、6��て
で150�くらい�が�る。スロープをつける
ので、�間も昇れます。450�くらい��で
きる。これを16�くらいつくれば、���
�は街の��を�えるので、�光�がきて
も��できる。�に、��地�もつくらな
い、�もしない、となっても、これだけで
も�てれば�間の�は�れます。
��� ��場�も考えたら塔ですね。
�� そうなんですよ。ルイス・カーンが
フィラデルフィアで��をつくるときにつ
くったシティゲートというのは、��場な
んですよ。それを�しいまちづくりの最�
につくった。
��� ��さんは��地�案でしたが、
�興案の�くが��的には����ですね。
�� ����もいいんだけど、閖�でも、
�で��を��としている�は�から�れ
たくないわけですよ。それでいて��堤防
は�という�が�い。
��� ��、これまで���の��は堤
防が�全に��をブロックするという��

で、内側には東�と�じような�が�って
ました。そこはリセットして考えてきてい
たようなところはありますね。たしかに堤
防で�の�えない街にいると、�の怖さを
考えなくなるかもしれません。8��にベネ
チアビンナーレに�ってきたんですが、3：
11���めてだったこともあって、�との
��が�になりました。あの街は��はこ
ないでしょうが、��はします。��りも
ないし、堤防もなくて、無防備と�えば無
防備ですが、すごい街だなぁと改めて�い
ました。先週はタイに�ってたんですが、
あそこも���場がありますね。たまたま
ワークショップの��になった���場な
どは、��と��ではっきり��が変わり
ます。�に面している��物は��は�む。
��の時は�えなかったプロムナードが�
てきて、それはそれで�っています。��
��のサイクルを�り�んで�らしている。
しかし��は30�や50�の周�なので、�
間がもっている�内時�と合いにくい。�
�のリズムに�み�むのがむずかしい。�
は昔の地�を�えている、という�い�が
あるのですが、もう�し�と地�との��
を考える�要があるかもしれませんね。
�� �は�いこともするが�さもします
ね。��でやられているのは、みんな�の
せい。�が�けていない。��は�の�と
�われていますが、��用�などを�めた
ことが、地���を�き�こしている。�
地利用のまずさを地震や��が指摘してる
んだろうと�います。
��� ��では、�東��さんが�の地
�で堤防に�わる��をつくるという案が
�されていますね。
�� �の�案も地�をいじるのをやめよ
うということですね。����さんが�の
����に�っていますが、�は��地�
を�案したそうです。とにかく地�をこれ

������のバスが��に�り�げた��館 南�陸�の防�����
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���さない。〝脱���を考える時�だ
と�います。

●���の�割
�� ����さんの��で特に印�に�
っているのは、�興��を進めるのは、グ
ランドアーキテクト、マスターアーキテク
トが�ましいということです。�興は��
�が����になって進めていかなければ
だめだといわれていました。�つのまちに
��のグランドアーキテクト、それが理�。
そういえば、���さんは、〝アーキ・エ
イド�で、���のスキルを�用する�り
�みをやっていたでしょう。
��� �興をサポートするための���
による��的なネットワークで、4�に�ち
�げました。バンド・エイドの��版です。
��としては、�興��に、�別の場所と
�境を�む���のスキルを�かすこと、
��した東北エリアの教��境を��する
こと、�連するリサーチや��のアーカイ
ブをつくること、そしてこれらの�的のた
めに�える���を�めることなどが�げ
られています。7�に、牡���でサマーキ
ャンプを�い、�さな�それぞれに���
を��に��達で�成したチームを割り�
ててリサーチしました。それが���きな
��です。
�� ��みにやったんですよね。あれ面
�かったから、また��みにやったらいい
んじゃない。そんなに�くは進まないから。
長くつき合うことが��です。
��� ��が�さいから����なこと
もあるかもしれないですしね。��の�案
は�興��にとり�られるようです。
�� �でも全然���が�ってない�が
いっぱいある。
��� 東北��のヨコミゾマコトさんに
よる����では、��の���に�りこ
んでいます。
�� �興案の�り�みとは別ですが、�
�と閖�に『まちカフェ』というのをつく
りました。ボランティアや����者だけ

でなく、��も、�の�も来て�をしたり、
ちょっと�んだりする、プラットフォーム
みたいな場所。閖�の場合は、��が遠い
ので、�のあったところを�にきた時に�
む場所がない。それでつくった。まちの�
は�ずそこに�ち�っていきますね。長�
戦になるので、そういうことも考えなけれ
ばいけない。�から��じゃなくて、�か
ら��を吸い�げて考えていく��が��。
牡�で��が��と�ながら�興案を考え
ようとしたことも�じ。そういう地道な�
�をやっていかなければいけない。
��� 震�を��した��たちの��も
変わるかも�れませんね。もう�し��的
な視�で�るとか、それまで内に内にとい
うか、『�』に�り切っていた�が��のほ
うへ�るかもしれない。
�� それと�しい街を考える時にもっと
も�切なのは『共�』ということ。��で
やっと�内�がこんなに�け合うものかと
��しあっているようなところが�い。だ
から�は木造の�合��とか、��にいい
��りでも長く�めるような�け合って�
らす��をつくっていきたいなぁと�って
います。デンマークなんて、250���の�
地を持っていないと戸���は�ててはい
けない。それも�つの考え�ですよね。
��� それにしても震��興について�
��は��の外ですね。��的なトップス
ターである、�東��さんや����さん
や隈研�さん内��さんが『��の�』を
つくられたけど、��、���からも�か
らも�の�もかかっていない。1970���
�、���が��にかかわる��をしてこ
なかったということもあるとは�うけど、
最�の�合ではある�率�にとまどってい
る��がうかがえて、とても印�的でした。
�� �がJIAの東北��長をやったとき
に、地��境プロジェクトということを�
げて、各地��でいろんな��に�り�ん
で�いていくということを２�やりました。
その��は�くて、���の����を�
�されたりしました。あれをずっとやって

いればよかったなぁと�いますね。各�が
それぞれの��の場でやれないこともない
けど、なかなかむずかしい。それをJIAが場
をつくることで、やれることもある。そう
いうことをしないと���っていったいな
んなのかってことになる。地�で�められ
ることが、まずは��ですね。
�東��さんが『アーキテクト』を『�
�』と�してしまったので、���は�物
を�てる�ととらえられているけど、�来
は、『アーキ』と『テクト』だから、技術を
�合する、というもう�し��的、��的
な��だと�います。だから、���は�
�を�まれたら、�ることもあるし�ける
こともある。���は『考える�』なんで
す。�来、��的にも��的にも地�的に
も�く考えられる�在じゃないかと�いま
す。��の震�で特にそのことを�く�じ
ました。�こそ、そういう�在が�要な時
だと�いますね。

（��者略�）

●����（はりゅう　しょういち）
1942�����まれ。1968�東北����院��
����。1968～1981�������。1981�に
������研�所��。1995～2007����院
�������化����・教授。���「���
�場」で��������選奨、「��ありのまま�」
で���療�祉��協��、「��ありのまま�」で
��������選�、「���陶�の�」「�ヶ�
��村」「�の�―シオンの園・�の��どもホーム」
で東北������、「��スタジアム」（共���）
でBSC�、「�ヶ�健�スポーツセンター�アクアリ
ーナ�＋�ヶ�サッカースタジアム」で�共���
���。

●�����（いがらし　たろう）
1967�パリ�まれ。92�東�����院����
��。��（��）。2002～2004��������
������。2005�に東北����院�教授。
2009�から�職。2011�あいちトリエンナーレ
2013の�術�督に��。�な著�『�わりの��／
�まりの��』『��の�々と��』『戦�と��』
『�しい��・�い��』『「���教�」の��』
『��はいかに��と��をつなぐか』など。��の
���のほかにも、映�やマンガ、アニメ、ゲーム
といった分�での著�も�い。

���閖�地�震��興������『閖�ルネッサンス��』�地利用���
（���）楕円を�いているのが『陸の��』

��。�陸�面���。�／�側に『陸の��』、�側に『�のいぐね』。
�／陸の���面��。��地�の�には�物�場がある
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あらた道�����センター（北�道���）
●�根��／ダブルパック��　��材：��折版 Ⅱ�　NSF 耐酸�覆��　ｔ=0.8㎜　17,191㎡　��材：��折版 Ⅱ�　カラーガルバリウム��　ｔ=0.8㎜
17,191㎡　●��／東�エンジニアリング㈱　●��／����㈱

��地�卸��場��改��び����（北�道���）
●�根��／A ���� カラーガルバリウム��　ｔ=0.4㎜　7,632㎡
●コンストラクションマネージメントシステム（CM ��）　●����
�理／㈲CT オフィス KOJI

㈱�����場　���場��館�根改���（北�道���）
●�根��／��き　カラーガルバリウム��　ｔ=0.4㎜　2,081㎡　●��・�
�／����㈱

表
�
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●外���／アモルファス�ルーフ 230　アモルファス����　ｔ=1.6
㎜　103㎡　●��／���　●��／�����㈱

����所��省エネ�備����（北�道���）

������� 12（��外��）（北�道�別�）
●�根・外���／（�根）エックスロン防�システム　エックスロン��　ｔ=0.4㎜　789
㎡　（外�）SX‑40　スーパーダイマ　ｔ=0.6㎜　1,409㎡　●��／����技術㈱　●�
�／����㈱

�合��所������光���備��（���南���）
●�根��／�ルーフ 230　フッ��脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　1,658㎡　ソーラー
システムアモルファス�ルーフ 230（21.6kw）926 �　●��／㈱����研�所　●�
�／共栄㈱・�桃����㈱

������校��増改�校�・�内��場����（青���戸�）
●�根・外���／【校�】スタンディングシーム SX‑40　カラーガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　1,933㎡　����モジュール��（20 kw）（パネル��）150㎡
【�内��場】（�根）��折版 Ⅱ�サンシステム天�　���カラーガルバリウム��　ｔ=0.8㎜　1,177㎡　（外�）�ルーフ 26N カラーガルバリウム��　
ｔ=0.4㎜　415㎡　�スパン 148　カラーガルバリウム��　ｔ=0.4㎜　199㎡　●��／㈱�・�間��　●��／【校�】���・東�・����特�����共�
���【�内��場】���・東�特�����共����

北�道����吉����器�（北�道���）
●�根��／エックスロン防�システム　W �着��　エックスロン�
�　ｔ=0.4㎜　1,252㎡　●��／㈱北�道����　●��／㈱��
�
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●�根��／R‑T ��（塩ビシートカバー改�）カラーステンレス��（SUS304）ｔ=0.4㎜　1,713㎡　●��／㈲ミツイ��　●��／創���㈱
増���校校��������改���（������）

●�根��／ソーラーシステム単�晶フラット（32.775kw）285 �（15 �列×19 �列）　単�晶�ルーフ
26N（17.325kw）231 �（21 �列×11 �列）　�ルーフ 26 N フッ��脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜
1,056㎡　サンコーフラット Ⅰ�　フッ��脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　150㎡　�� F‑40‑M フッ��
脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　85.2㎡　��ルーフ 21　フッ��脂ガルバリウム�� ｔ=0.5㎜　369.7㎡
スタンディングシーム SX‑40　フッ��脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　82.4㎡　●��／㈱��������
所　●��／クレハ錦��㈱

�����合��校増���（������）

����協����整�蔵������（北�道���）
●�根・外���／（�根）��折版 Ⅰ�　ガルバリウム��　ｔ=0.8㎜　2,243㎡　
エックスロン防�システム　エックスロン��　ｔ=0.4㎜　76㎡（外�）�� ガルバ
リウム��　ｔ=0.4㎜　3,872㎡　●��／北���センター　●��／�共��・ダイ
イチ JV

���地ビジターセンター省エネ�備�������（青������）
●�根��／ソーラーシステムアモルファス�ルーフ 230（3.9kw）フッ�
�脂ガルバリウム��　ｔ=0.5㎜　79㎡　�ルーフ 230　フッ��脂ガルバ
リウム��　ｔ=0.5㎜　103㎡　●��／㈱��������所　●��／
㈱マルノ����

●�根・外���／（�根）��折版 Ⅱ�　フッ��
脂ガルバリウム��　ｔ=0.8㎜　2,132㎡　（外�）
アートシャドー　フッ��脂ガルバリウム��　
ｔ=0.6㎜　986㎡　�スパン　フッ��脂ガルバリウ
ム��　ｔ=0.5㎜　130㎡　●��／㈱�����
●��／奥���㈱

東北��（�内1）��館改���（������）
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●はじめに
最�、��なる�地震に�遇して、木

造�物の耐震性に��が�まってきてい
る。木造�物の耐震性は、在来木造��
��の場合、��の�合�の��が��
になる。��の�合�とは、��や��
をいうが、��������の�47条に
「�造耐���要な�分である���は�
�は、ボルト�、かすがい打、�み栓打
その�������が�める�造��に
よりその�分の�在��を�えるように
��しなければならない。」と��されて
いる。��が�める�造��は、��(�
成12���省���1460�)となって具�
的に��されている。この�造��が�
されたことにより、これらと��の��
耐�を有する�合�物の�用ができるよ
うになっている。�在、いろいろな��
�物�が��されているが、ここでは
「耐��が�り�く�の��」の�物�の
��性の����について�べることと
する。

●��とする�合�
��とする�合�は、木造����に

用いる�物�を�合材をくぎ、木ねじ、
ドリフトピン�の�合具を用いたものと
する。

●��性の����
���1460�に�された��との��

性を��する場合は、��の���物と
の����を�い、荷�−変����か
ら��的�地により、�性、靱性�の�
�性�が����であることを判�する。
また、�合�での脆性的は破�性�を�
さないことも要�となる。

●耐��が�り�く�の��の����
�を��に�合する��には、隅�を

�合する場合(隅��)とそれ�外の�を�
合する場合(���）、また、ホールダウン
�物のように�が�物を�してアンカー
ボルトに�合する場合(アンカー�)があ
る。なお、��に�合する�の��は、
ほぞがあることを��とする。
(1)���
��的な���の�を�1に�す。��
�の��は杉とする。���数は6���、
�備���を1�とする。
(2)���の��
���を��するために15φmmの��
でボルトM12を�用する。
(3)����
���の��は、��向の�り�し��
とする。ただし、�備���のみは単�
��とする。
��は、最�荷�に達した�、最�荷

�の80％に荷�が��するまで�は��

の��が失われるまで(�ほぞが�け�す
30mm��の変�)�う。
変�は、�と��の��変�や�の�き
�がり�を��する。

●耐��が�り�く�の��の����
(1)包��の�成
包��は、荷�−変���(Ｐ−δ��)

から����を�った頂�を�んで�成
する(�2)。これより、��耐�Pyや最�
荷�Pmax�を�める(��な����につ
いてはここでは省略する)。
(2)�����合耐�Ptの��

Pt は、�の①�は②に�す6���の
耐�の�均値に、それそれのばらつき�
数を�じて��した値のうち�さい�と
する。
①��耐�Py(�均)×ばらつき�数
②最�荷�の2/3(�均)×ばらつき�数
ばらつき�数は、���の分��を��
分�とみなし、��的�理に�づいて�
める。n＝6の場合は、����の変��
数にもよるが��0.9��である。
(3)����耐�Taの��
Ta は、��より��する。
Ta＝Pt×α
ここに、αは���数と�し、耐�に�
�を�ぼす�数で、耐��の�成材料の
耐�性や��性の���を�案して�め
る�数である。
なお、長���耐�を��する場合に

は、このTa  に1.1/2を�じたものとなる。

●おわりに
��、����が�う��においては

�����合耐�は��されるが、��
��の値は報��に��されないので、
αを��し、��に�用する����耐
�を��する�要がある。これは、(�)�
材��センターのような����が��
��をもとに��を�っている。

■技術コーナー……【88】

性�化時�と�� 32

（�）�材��センター
����所 所長 �　木　�　�

木造����の���物の性���
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�1　耐��が�り�く�の��の���と������の� �2　荷�−変���、包��



��ゾート・トマムは、北�道を�表す
る���複合リゾート地。敷地内には、ホ
テルやコンドミニアムなどの����が�
び�っています。����が��したのは、
トマムの��でもあるツインタワーから、
レストランのある�までの連���です。
�面に�って�やかにカーブを�くトン

ネル�の��は、全長�266ｍ。４�所の
ジャンクションでつないだ、５つの��で
�成されています。���じように�えま
すが、�妙に��が異なり、４つの��が
あります。垂�な�面にアーチ�の�根の
タイプ、片側の�面だけが垂�で、�根か
らもう片�の�面へと�円を�いてつなが
っているタイプ、���根タイプ、���
根の�頂�だけやや�くカーブしたタイプ
という具合です。�面は全てラジアル��
を�していますが、�面と�根のカーブが
異なるため、�別の��所で�面を�こし、
��折るかを�めて成�を�いました。し
かもつなぎの�所は全て���です。その
ほか、�面の��には�間隔で�長の�か
り�り�がつけられた�所があったり、�
の��の�切り�所に�けた���には�
除けの�戸が�ってあるなど、��にこだ
わりがあり、�間暇がかかっています。
シンプルなだけに��の善し�しが�来

�がりの�しさを�することもあり、�を
�いました。その甲斐あって、トンネル内
は、��の�面の��が�み�す陰�が�
�的で、�来的な�間になっています。�
耐�性から選ばれたスーパーダイマの銀�
�も�の�きを連�させ、�しい��をつ
くってくれました。��によって�かな表
�をみせる��の��を、改めて�じさせ
てくれた��でした。
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北　�　道

トマム連�������

トマム連�������
●�根��：ルーフデッキ　スーパーダイマ　　　　　ｔ=0.6㎜　1,578㎡　

���き　カラーガルバリウム��　　　ｔ=0.35㎜ 162㎡
●外���：K スパン　カラーガルバリウム��　　　ｔ=0.35㎜ 193㎡　
●�　　�：������㈱�������所　
●�　　�：������㈱

����所　��

坂東��
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���の�葉��園は、��で創�100�を�え
た。�教に�れた�道�・���吉が�いたキリス
ト教聖����堂の���校が��で、園�は『栴
�は�葉より�し』に�る。街�を�し�れた静か
な��にあり、木�の間からのぞく�い��根が�
印。おとぎ�に�てくるような�らしい�物は��
11�に�てられた。戦�の��園��がほとんど�
っていない�在、���の����園と�ぶ、��
な�化�産だ。しかも��の園�である。　
ドーム�の�根の�には���のホールがあり、

�ん�に�つと、教�など���に�がる園内の�
�が全て��せる。この�物を��したのは、２�
�園長の��梅。��の��をとるために��の青
葉��院に�んだときに、ドイツの教�者フレーベ
ルの�児��に�れ、��をうけたという。フレー
ベルは�物の�造は��的な�の�み合わせで成り
�つとする理�から、木でつくられた球や���の
�具をつくり、�から�えられた『恩物』と��け
て�児教�に用いた。�は、�葉��園の園�も、
ドーム�分はほぼ球�で、全�としては球と���
の�み合わせになっている。��梅が��から持ち
�った『恩物』も�されているが、木�の球と��
�はいずれも�どもの�のひらにすっぽり�まるよ
うな�きさだ。そしてもう�つ、�切に�えられてき
たのが、戦�アメリカから『���善����』と
して��全�の��校と��園に�られた『青い�
の��』だ。戦�、敵性�の��として�分される
ところを、��梅園長が��に�はないと�し�し
たという。『��の�』を物�るエピソードである。

Sanko No.297　　�����／園��茂　　　��制�／㈲ザ・シーズン・プランニング　　　���／�成23�10�

����/☎045‑681‑1235 �����/☎052‑323‑8621 ����/☎06‑6444‑9011 ����/☎082‑264‑7881 ����/☎092‑441‑3551 北�道��/☎011‑726‑3551 東北��/☎022‑217‑6680
■�晃��������■ �����／〒108‑0023　東������4‑13‑23　MS��ビル11F TEL.03‑5446‑5603

����
■お�びと��　
296�５頁『ウィンズ��（��）』の���に�りがあり
ました。お�びし、��します。
●��／東畑����所→JRAファシリティーズ（�）

■東���震�特�のため、���先�も��されている
���ラジオの��で��地を�ってきました。地�の�
�な�報を�るように�は�し�せています。�然の��
のなかでの��のありようが�われていると��しました。

�葉��園は、��11�に��では２��の��
園ができるまで、�25�間、�内で��の��園と
して�くの�どもたちを�てた。それだけに、昔の
�そのままの園�は、�い�につながるかけがえの
ない�在として、�も��に�されつづけている。

●北�道���東4条南10��
●TEL  0155・23・3818
●��園として�用しているため、��は連�の�、　　   
��が�要です。


